
新
道
柿
栽
培
組
合
（
鴨
下
純
二
組
合

長
）
が
設
立
さ
れ
た
の
は
今
か
ら
64

年
前
。
柏
崎
の
南
部
、
新
道
地
区
に

大
き
な
柿
栽
培
団
地
が
あ
り
ま
す
。

　
通
称
「
柿
団
地
」
の
柿
の
木
は
、

現
在
１
６
０
０
本
余
り
。
日
当
た
り

の
よ
い
丘
を
縦
断
す
る
道
路
は
、
ま

さ
に
柿
の
並
木
道
の
よ
う
。
癒
さ
れ

る
風
景
で
す
。

　
今
年
の
柿
の
収
穫
量
は
、
40
ｔ
。

見
慣
れ
た
渋
抜
き
の
八
珍
柿
の
ほ
か

干
し
柿
、
柿
チ
ッ
プ
な
ど
、
い
ろ
ん

な
種
類
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
商
品
化

し
て
い
ま
す
。
木
の
上
で
脱
渋
す
る

〝
樹
上
脱
渋
〞
と
い
う
手
法
の
柿
も

秋
か
ら
冬
に
か
け
て
の
限
定
品
で
す
。

　
夏
の
暑
い
日
差
し
の
中
で
の
草
刈

り
や
剪
定
、
病
害
虫
の
防
除
や
肥
培

管
理
な
ど
、
多
く
の
手
間
を
か
け
、

一
つ
一
つ
丁
寧
に
収
穫
さ
れ
た
柿
が

選
果
場
へ
と
運
ば
れ
ま
す
。
最
後
の

渋
抜
き
の
工
程
を
経
て
、
甘
く
、
果

汁
た
っ
ぷ
り
の
柿
は
、
地
元
の
青
果

市
場
を
は
じ
め
、
遠
く
は
北
海
道
へ

と
出
荷
さ
れ
ま
す
。
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い
ま
だ
終
わ
り
の
見
え
な
い
新
型

コ
ロ
ナ
や
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
な
ど
の

不
安
、
ま
た
農
業
資
材
な
ど
の
高

騰
、
異
常
気
象
に
よ
り
難
儀
し
た
一

年
で
は
な
か
っ
た
で
し
ょ
う
か
。
自

身
が
な
り
わ
い
と
し
て
い
る
稲
作
も

大
幅
減
収
と
な
り
、
よ
う
や
く
予
約

分
を
確
保
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

　
そ
ん
な
試
練
の
中
で
は
あ
り
ま
す

が「
農
地
利
用
の
最
適
化
」へ
の
取
り

組
み
を
積
極
的
に
推
進
し
て
い
ま

す
。
地
域
で
の
話
し
合
い
は
も
と
よ

り「
見
守
り
活
動
」や「
声
掛
け
活
動
」

を
日
常
的
な
行
動
と
し
て
、
そ
の
役

割
を
担
っ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
本
紙
で
は
、
農
業
委

員
会
の
活
動
を
お
伝
え
し
、
皆
様
の

お
声
を
反
映
さ
せ
て
い
た
だ
く
た
め
に

も
紙
面
の
充
実
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

　
今
年
が
よ
り
良
い
一
年
で
あ
り
ま

す
よ
う
に
。
　
　
　
（
石
塚
　
道
宏
）

農
業
の
最
新
情
報
や
営
農
に
役

立
つ
情
報
が
満
載
で
す
。
地
域

の
明
る
い
話
題
な
ど
も
紹
介
し
、

ご
家
族
も
楽
し
め
ま
す
。

■
毎
週
金
曜
日
発
行

■
月
額
７
０
０
円

 

（
送
料
、
消
費
税
込
み
）

■
申
込
み
は
、農
業
員
会
事
務
局
へ

かしわざき
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を市のホームページに
掲載しています。
農 業委員会のホーム
ページは、農地に関する
さまざまな情報を掲載
しています。

左：若井さん　　右：星野さん

さわやかな
甘さ

柿チップ

新道柿栽培組合選果場

柏崎市農業委員会

柏
崎
地
場
特
産
品

は

農業者年金で
老後の生活を
安心サポート
あなたの老後生活への備えは十分ですか？年金は家族一人
ひとりについて準備することが大切です。
農地を持たない農業者や家族従業者も加入できます。

国民年金に上乗せする公的な年金制度

免税軽油に係る耕作証明書免税軽油に係る耕作証明書

《持ち物など》
・本人確認資料（免許証・保険証など）
・代理人申請の場合は、委任状と代理人の本人確認資料
 （証明対象者と同一世帯の方は、委任状は不要です。）
・法人申請の場合は、法人の印鑑をお持ちください。
・１通300円の発行手数料がかかります。

１月10日（火）から1月31日（火）まで柏崎市役所３階の農業委員会事務局窓口
または高柳町事務所・西山町事務所で発行いたします。
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じ
ゅ
じ
ょ
う
だ
つ
じ
ゅ
う

1  農業者なら広く加入できる
2  積立方式で少子高齢化時代に強い
3  保険料は２万円から自由に選択できる
4  終身年金で80歳までの死亡一時金あり
5  保険料は全額社会保険料控除
6  保険料の国庫補助制度（一定要件あり）



　
令
和
４
年
10
月
17
日
に
、
農
業
委

員
会
は
、
先
の
市
議
会
と
の
意
見
交

換
会
の
ほ
か
、
農
業
者
の
意
見
・
要

望
を
取
り
ま
と
め
た
「
柏
崎
市
農
業

施
策
等
に
関
す
る
意
見
書
」
を
櫻
井

市
長
へ
提
出
し
ま
し
た
。

　
意
見
書
で
は
、
農
業
従
事
者
の
高

齢
化
と
後
継
者
・
担
い
手
不
足
、
耕

作
放
棄
地
の
増
大
の
ほ
か
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
や
円
安
の
影
響
が
農

業
経
営
に
も
及
ん
で
い
る
情
勢
の
中

で
の
諸
課
題
解
決
に
向
け
、
次
の
よ

う
に
要
望
し
ま
し
た
。

１
　
柏
崎
市
に
必
要
な
農
地
の
存
続

　
と
そ
の
集
積
・
集
約

　「
地
域
計
画
」
と
名
称
を
変
え

て
法
定
化
さ
れ
た
「
人
・
農
地
プ

ラ
ン
」
を
実
り
あ
る
も
の
と
す
る

た
め
の
農
地
の
集
積
・
集
約
化
と
、

そ
の
前
提
と
し
て
の
農
地
の
所
有

者
に
対
す
る
短
期
助
成
制
度
の
創

設
２
　
活
力
あ
る
農
業
者
の
経
営
発
展

　
に
向
け
た
支
援

　
次
世
代
農
業
を
担
う
若
い
農
業

者
の
育
成
支
援
の
た
め
、
持
続
可

能
な
高
収
益
産
業
と
な
る
よ
う
、

異
業
種
等
と
の
連
携
強
化
へ
の
支

援
３
　
有
害
鳥
獣
対
策
の
強
化

　
個
体
数
減
少
に
向
け
た
捕
獲
体

制
の
強
化
と
と
も
に
、
狩
猟
者
の

減
少
・
高
齢
化
の
現
状
を
踏
ま
え
、

Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
導
入
も
視
野
に
入
れ
た

助
成
事
業
の
構
築

　
市
長
は
、合
理
的
に
農
地
を
集
積
・

集
約
し
て
い
く
た
め
に
、
農
業
経
営

の
基
礎
デ
ー
タ
の
公
開
を
前
向
き
に

考
え
て
い
く
と
し
、
ま
た
、
年
々
生

息
域
を
拡
大
し
て
い
る
有
害
鳥
獣
に

つ
い
て
尋
ね
ら
れ
、
常
態
化
し
て
い

る
被
害
や
市
の
対
応
策
な
ど
に
つ
い

て
も
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

　
私
た
ち
農
業
委
員
会
は
、
今
後
も

農
業
委
員
と
農
地
利
用
最
適
化
推
進

委
員
が
一
体
と
な
り
、
柏
崎
市
を
は

じ
め
と
す
る
関
係
機
関
と
連
携
を
深

め
な
が
ら
、
農
業
施
策
に
関
す
る
諸

問
題
を
解
決
す
る
た
め
、
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。

　
柏
崎
の
秋
の
味
覚

が
一
堂
に
集
ま
っ
た

〝
食
〞
を
中
心
と
し

た
「
第
５
回
秋
の
収

穫
祭
」
が
令
和
４
年

10
月
23
日
㈰
、
市
役

所
や
文
化
会
館
ア
ル
フ
ォ
ー
レ
周
辺

を
会
場
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で
３
年
ぶ

り
で
す
。

　
地
元
の
お
い
し
い
新
米
や
新
鮮
野

菜
、
加
工
品
、
漬
物
な
ど
の
販
売
、

柏
崎
グ
ル
メ
の
提
供
、
ス
テ
ー
ジ
イ

ベ
ン
ト
、
体
験
コ
ー
ナ
ー
な
ど
、
約

１
万
１
千
人
が
秋
の
一
日
を
楽
し
み

ま
し
た
。

市
長
へ
意
見
書
を

提
出
し
ま
し
た

市
長
へ
意
見
書
を

提
出
し
ま
し
た

３
年
ぶ
り
に
開
催

３
年
ぶ
り
に
開
催

秋
の
収
穫
祭

秋
の
収
穫
祭

　
私
が
就
農
し
て
か
ら
二
十
数
年
が

た
ち
、
就
農
当
時
か
ら
農
業
者
の
高

齢
化
や
担
い
手
不
足
な
ど
と
言
わ
れ

て
い
ま
し
た
が
、
今
田
ん
ぼ
や
畑
に

行
く
と
、
高
齢
化
と
い
う
よ
り
も
明

ら
か
に
農
業
者
が
少
な
く
な
っ
た
こ

と
を
実
感
し
ま
す
。

　
さ
て
、
農
業
も
時
代
に
沿
っ
て
変

化
し
て
い
ま
す
。
農
機
具
や
農
業
機

械
は
、
ロ
ボ
ッ
ト
技
術
や
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を

活
用
し
、
省
力
、
精
密
化
や
高
品
質

生
産
を
実
現
す
る「
ス
マ
ー
ト
農
業
」

へ
の
対
応
が
目
立
ち
ま
す
。

　
稲
作
農
家
の
必
需
品
で
あ
る
草
刈

機
は
刈
払
機
か
ら
ラ
ジ
コ
ン
草
刈
機

や
ロ
ボ
ッ
ト
草
刈
機
に
、
ト
ラ
ク

タ
ー
や
田
植
機
は
ロ
ボ
ッ
ト
ト
ラ
ク

タ
ー
や
オ
ー
ト
田
植
え
機
の
時
代

に
、
コ
ン
バ
イ
ン
は
オ
ー
ト
コ
ン
バ

イ
ン
に
、
乾
燥
機
は
ス
マ
ホ
で
乾
燥

機
の
状
態
を
確
認
で
き
、
水
管
理
は

ス
マ
ホ
で
操
作
可
能
に
、
水
田
内
の

農
薬
散
布
な
ど
は
動
力
噴
霧
器
か
ら

ド
ロ
ー
ン
や
無
人
ヘ
リ
へ
と
様
々
な

農
業
機
械
が
「
先
端
技
術
」
を
駆
使

し
た
「
ス
マ
ー
ト
農
業
」
に
対
応
。

そ
れ
は
、
取
り
も
直
さ
ず
農
作
業
に

お
け
る
〝
省
力
・
軽
労
化
〞
で
あ
り
、

新
規
就
農
者
の
確
保
や
栽
培
技
術
の

継
承
な
ど
が
期
待
さ
れ
る
と
の
こ
と

で
す
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で

大
き
く
生
活
様
式
が
変
わ
り
、
さ
ら

に
某
国
の
紛
争
に
よ
り
さ
ま
ざ
ま
な

物
が
高
騰
し
て
い
る
中
、
米
価
は
上

が
ら
ず
先
行
き
が
不
透
明
で
あ
り
、

「
ス
マ
ー
ト
農
業
」
を
導
入
し
た
く

て
も
高
価
す
ぎ
て
導
入
に
は
熟
慮
が

必
要
で
す
ね
。

　
十
年
後
二
十
年
後
息
子
た
ち
が
大

人
に
な
る
頃
、
農
業
環
境
が
ど
う
変

化
し
て
い
る
の
か
、
よ
り
良
い
農
業

環
境
に
し
て
い
く
に
は
ど
う
し
た
ら

よ
い
か
、
効
率
的
で
持
続
可
能
な
農

地
利
用
の
最
適
化
を
目
指
し
、
農
地

利
用
の
集
積
・
集
約
化
等
、
農
地
利

用
最
適
化
推
進
委
員
と
し
て
微
力
な

が
ら
貢
献
で
き
た
ら
と
思
い
ま
す
。

　
ま
た
、
農
地
の
集
積
・
集
約
化
が

進
め
ば
「
ス
マ
ー
ト
農
業
」
の
効
果

が
最
大
限
発
揮
さ
れ
る
で
し
ょ
う
。

　
令
和
４
年
８
月
29
日
、
農
業
委
員

会
役
員
、
農
政
会
議
委
員
と
市
議
会

産
業
建
設
常
任
委
員
会
委
員
と
の
意

見
交
換
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
農
業
委
員
へ
の
女
性
の
参
画
や

人
・
農
地
プ
ラ
ン
の
本
格
化
に
向
け

て
の
農
地
の
集
積
事
業
、
農
業
の
出

口
戦
略
、
特
産
品
、
異
業
種
交
流
な

ど
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
「
農
業
の
魅
力

を
高
め
る
た
め
に
他
産
業
と
交
流
・

連
携
す
べ
き
こ
と
」
に
つ
い
て
意
見

交
換
を
行
い
ま
し
た
。

中
村
耕
一
郎

市
議
会
と
の

意
見
交
換
会

市
議
会
と
の

意
見
交
換
会

市議会産業建設常任委員会（奥）と農業委員会（手前）

佐藤職務代理（左） 石塚農業委員会長（右）山本産業建設常任委員会委員長

農業委員

市長と農業委員会役員

市長と意見交換

「
ス
マ
ー
ト
農
業
に
思
う
事
」
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農
地
利
用

最
適
化
推
進
委
員



　
令
和
４
年
10
月
17
日
に
、
農
業
委

員
会
は
、
先
の
市
議
会
と
の
意
見
交

換
会
の
ほ
か
、
農
業
者
の
意
見
・
要

望
を
取
り
ま
と
め
た
「
柏
崎
市
農
業

施
策
等
に
関
す
る
意
見
書
」
を
櫻
井

市
長
へ
提
出
し
ま
し
た
。

　
意
見
書
で
は
、
農
業
従
事
者
の
高

齢
化
と
後
継
者
・
担
い
手
不
足
、
耕

作
放
棄
地
の
増
大
の
ほ
か
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
や
円
安
の
影
響
が
農

業
経
営
に
も
及
ん
で
い
る
情
勢
の
中

で
の
諸
課
題
解
決
に
向
け
、
次
の
よ

う
に
要
望
し
ま
し
た
。

１
　
柏
崎
市
に
必
要
な
農
地
の
存
続

　
と
そ
の
集
積
・
集
約

　「
地
域
計
画
」
と
名
称
を
変
え

て
法
定
化
さ
れ
た
「
人
・
農
地
プ

ラ
ン
」
を
実
り
あ
る
も
の
と
す
る

た
め
の
農
地
の
集
積
・
集
約
化
と
、

そ
の
前
提
と
し
て
の
農
地
の
所
有

者
に
対
す
る
短
期
助
成
制
度
の
創

設
２
　
活
力
あ
る
農
業
者
の
経
営
発
展

　
に
向
け
た
支
援

　
次
世
代
農
業
を
担
う
若
い
農
業

者
の
育
成
支
援
の
た
め
、
持
続
可

能
な
高
収
益
産
業
と
な
る
よ
う
、

異
業
種
等
と
の
連
携
強
化
へ
の
支

援
３
　
有
害
鳥
獣
対
策
の
強
化

　
個
体
数
減
少
に
向
け
た
捕
獲
体

制
の
強
化
と
と
も
に
、
狩
猟
者
の

減
少
・
高
齢
化
の
現
状
を
踏
ま
え
、

Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
導
入
も
視
野
に
入
れ
た

助
成
事
業
の
構
築

　
市
長
は
、合
理
的
に
農
地
を
集
積
・

集
約
し
て
い
く
た
め
に
、
農
業
経
営

の
基
礎
デ
ー
タ
の
公
開
を
前
向
き
に

考
え
て
い
く
と
し
、
ま
た
、
年
々
生

息
域
を
拡
大
し
て
い
る
有
害
鳥
獣
に

つ
い
て
尋
ね
ら
れ
、
常
態
化
し
て
い

る
被
害
や
市
の
対
応
策
な
ど
に
つ
い

て
も
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

　
私
た
ち
農
業
委
員
会
は
、
今
後
も

農
業
委
員
と
農
地
利
用
最
適
化
推
進

委
員
が
一
体
と
な
り
、
柏
崎
市
を
は

じ
め
と
す
る
関
係
機
関
と
連
携
を
深

め
な
が
ら
、
農
業
施
策
に
関
す
る
諸

問
題
を
解
決
す
る
た
め
、
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。

　
柏
崎
の
秋
の
味
覚

が
一
堂
に
集
ま
っ
た

〝
食
〞
を
中
心
と
し

た
「
第
５
回
秋
の
収

穫
祭
」
が
令
和
４
年

10
月
23
日
㈰
、
市
役

所
や
文
化
会
館
ア
ル
フ
ォ
ー
レ
周
辺

を
会
場
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で
３
年
ぶ

り
で
す
。

　
地
元
の
お
い
し
い
新
米
や
新
鮮
野

菜
、
加
工
品
、
漬
物
な
ど
の
販
売
、

柏
崎
グ
ル
メ
の
提
供
、
ス
テ
ー
ジ
イ

ベ
ン
ト
、
体
験
コ
ー
ナ
ー
な
ど
、
約

１
万
１
千
人
が
秋
の
一
日
を
楽
し
み

ま
し
た
。

市
長
へ
意
見
書
を

提
出
し
ま
し
た

市
長
へ
意
見
書
を

提
出
し
ま
し
た

３
年
ぶ
り
に
開
催

３
年
ぶ
り
に
開
催

秋
の
収
穫
祭

秋
の
収
穫
祭

　
私
が
就
農
し
て
か
ら
二
十
数
年
が

た
ち
、
就
農
当
時
か
ら
農
業
者
の
高

齢
化
や
担
い
手
不
足
な
ど
と
言
わ
れ

て
い
ま
し
た
が
、
今
田
ん
ぼ
や
畑
に

行
く
と
、
高
齢
化
と
い
う
よ
り
も
明

ら
か
に
農
業
者
が
少
な
く
な
っ
た
こ

と
を
実
感
し
ま
す
。

　
さ
て
、
農
業
も
時
代
に
沿
っ
て
変

化
し
て
い
ま
す
。
農
機
具
や
農
業
機

械
は
、
ロ
ボ
ッ
ト
技
術
や
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を

活
用
し
、
省
力
、
精
密
化
や
高
品
質

生
産
を
実
現
す
る「
ス
マ
ー
ト
農
業
」

へ
の
対
応
が
目
立
ち
ま
す
。

　
稲
作
農
家
の
必
需
品
で
あ
る
草
刈

機
は
刈
払
機
か
ら
ラ
ジ
コ
ン
草
刈
機

や
ロ
ボ
ッ
ト
草
刈
機
に
、
ト
ラ
ク

タ
ー
や
田
植
機
は
ロ
ボ
ッ
ト
ト
ラ
ク

タ
ー
や
オ
ー
ト
田
植
え
機
の
時
代

に
、
コ
ン
バ
イ
ン
は
オ
ー
ト
コ
ン
バ

イ
ン
に
、
乾
燥
機
は
ス
マ
ホ
で
乾
燥

機
の
状
態
を
確
認
で
き
、
水
管
理
は

ス
マ
ホ
で
操
作
可
能
に
、
水
田
内
の

農
薬
散
布
な
ど
は
動
力
噴
霧
器
か
ら

ド
ロ
ー
ン
や
無
人
ヘ
リ
へ
と
様
々
な

農
業
機
械
が
「
先
端
技
術
」
を
駆
使

し
た
「
ス
マ
ー
ト
農
業
」
に
対
応
。

そ
れ
は
、
取
り
も
直
さ
ず
農
作
業
に

お
け
る
〝
省
力
・
軽
労
化
〞
で
あ
り
、

新
規
就
農
者
の
確
保
や
栽
培
技
術
の

継
承
な
ど
が
期
待
さ
れ
る
と
の
こ
と

で
す
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で

大
き
く
生
活
様
式
が
変
わ
り
、
さ
ら

に
某
国
の
紛
争
に
よ
り
さ
ま
ざ
ま
な

物
が
高
騰
し
て
い
る
中
、
米
価
は
上

が
ら
ず
先
行
き
が
不
透
明
で
あ
り
、

「
ス
マ
ー
ト
農
業
」
を
導
入
し
た
く

て
も
高
価
す
ぎ
て
導
入
に
は
熟
慮
が

必
要
で
す
ね
。

　
十
年
後
二
十
年
後
息
子
た
ち
が
大

人
に
な
る
頃
、
農
業
環
境
が
ど
う
変

化
し
て
い
る
の
か
、
よ
り
良
い
農
業

環
境
に
し
て
い
く
に
は
ど
う
し
た
ら

よ
い
か
、
効
率
的
で
持
続
可
能
な
農

地
利
用
の
最
適
化
を
目
指
し
、
農
地

利
用
の
集
積
・
集
約
化
等
、
農
地
利

用
最
適
化
推
進
委
員
と
し
て
微
力
な

が
ら
貢
献
で
き
た
ら
と
思
い
ま
す
。

　
ま
た
、
農
地
の
集
積
・
集
約
化
が

進
め
ば
「
ス
マ
ー
ト
農
業
」
の
効
果

が
最
大
限
発
揮
さ
れ
る
で
し
ょ
う
。

　
令
和
４
年
８
月
29
日
、
農
業
委
員

会
役
員
、
農
政
会
議
委
員
と
市
議
会

産
業
建
設
常
任
委
員
会
委
員
と
の
意

見
交
換
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
農
業
委
員
へ
の
女
性
の
参
画
や

人
・
農
地
プ
ラ
ン
の
本
格
化
に
向
け

て
の
農
地
の
集
積
事
業
、
農
業
の
出

口
戦
略
、
特
産
品
、
異
業
種
交
流
な

ど
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
「
農
業
の
魅
力

を
高
め
る
た
め
に
他
産
業
と
交
流
・

連
携
す
べ
き
こ
と
」
に
つ
い
て
意
見

交
換
を
行
い
ま
し
た
。

中
村
耕
一
郎

市
議
会
と
の

意
見
交
換
会

市
議
会
と
の

意
見
交
換
会

市議会産業建設常任委員会（奥）と農業委員会（手前）

佐藤職務代理（左） 石塚農業委員会長（右）山本産業建設常任委員会委員長

農業委員

市長と農業委員会役員

市長と意見交換

「
ス
マ
ー
ト
農
業
に
思
う
事
」
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農
地
利
用

最
適
化
推
進
委
員



　
県
内
の
農
業
委
員
、農
地
利
用
最

適
化
推
進
委
員
が
一
同
に
会
す
る
本

大
会
に
、当
委
員
会
よ
り
27
名
の
委

員
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
大
会
は
永
年
勤
続
表
彰
に
始
ま

り
、阿
賀
野
市
か
ら
事
例
報
告
の
後
、

全
国
農
業
会
議
所
の
柚
木
専
務
理
事

に
よ
る「
農
業
委
員
会
組
織
を
め
ぐ

る
情
勢
と
課
題
」、新
潟
大
学
の
伊
藤

名
誉
教
授
に
よ
る「
こ
れ
か
ら
の
新

潟
県
農
業
に
思
う
こ
と
」と
題
し
た

講
演
が
あ
り
ま
し
た
。ま
た
、上
程
さ

れ
た
３
議
案
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

11
月
18
日

11
月
18
日

新
潟
県
農
業
委
員
会
大
会

新
潟
県
農
業
委
員
会
大
会

（
新
潟
市
）

（
新
潟
市
）

　
北
陸
５
県
か
ら
約
90
名
が
参
集
し

た
本
大
会
に
、
当
委
員
会
よ
り
巻
口

夏
美
委
員
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
視
察
は
、
果
樹
地
帯
で
の
農
地
整

備
事
業
の
導
入
に
よ
る
「
長
野
市
若

穂
地
区
（
中
山
間
地
域
）
に
お
け
る

り
ん
ご
産
地
再
生
の
取
組
」
を
現
地

で
学
び
ま
し
た
。
傾
斜
樹
園
地
で
の

「
ス
マ
ー
ト
農
業
」
の
導
入
を
見
据

え
た
全
国
で
も
先
駆
け
と
な
る
事
業

で
す
。
標
高
も
高
く
、
青
空
の
下
、

市
内
を
一
望
で
き
る
と
こ
ろ
で
の
研

修
は
室
内
で
は
学
べ
な
い
貴
重
な
体

11
月
21
日

11
月
21
日

北
信
越
ブ
ロ
ッ
ク
女
性
農
業

委
員
研
修
会

北
信
越
ブ
ロ
ッ
ク
女
性
農
業

委
員
研
修
会

（
長
野
市
）

（
長
野
市
）

新潟テルサホール

農
業
委
員
会
の
活
動
報
告

長野市若穂地区新山田工区

巻口委員　若里市民文化ホール
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女性農業者の皆さん、あなたも農業委員になりませんか

　柏崎市農業委員会は、令和５年 7 月に委員の改選を迎えます。
　女性の農業就農人口は、全体の約半数を占めるなど、農業・
農村の活性化に向けて、全国各地に女性が進出しています。
　地域農業をもっと元気にしていくためには、女性の力が
必要です。
　業務内容など、お気軽にお問い合せください。募集内容は、
次のページをご覧ください。

　令和５年７月19日をもって任期満了となる農業委員と農地利用最適化推進委員の推薦を求めるとともに募集
を行います。  

推薦および募集要項 

 農業委員 農地利用最適化推進委員 

応募方法 

○推薦または自薦によります。 

○既定の様式に必要事項を記入のうえ、持参または郵送により農業委員会事務局、両町事務所へご

提出ください。（市役所開庁日の午前８時３０分から午後５時１５分まで。） 

○様式は農業委員会事務局、両町事務所のほか、柏崎市農業委員会ホームページからもダウンロー

ドできます。 

受付期間 

（予定） 

令和５年３月３日(金)から 
令和５年３月３０日(木)まで【必着】

令和５年４月２５日(火)から 
令和５年５月２２日(月)まで【必着】

対象者 

農業に関する識見を有し、農地等の利用の最適

化の推進に関する事項やその他の農業委員会の

所掌に属する事項に関し、その職務を適切に行う

ことができる者 

農地等の利用の最適化の推進に熱意と識見を有

する者 

資格 

次のいずれかに該当する者は、委員となることができません。 

○破産手続開始の決定を受けて復権を得ない者  

○禁固以上の刑に処せられ、その執行を終わるまで、またはその執行を受けることがなくなるまでの者

○柏崎市の職員 

○柏崎市が設置する他の附属機関等の委員  

主な職務 

農地利用最適化推進委員と連携した以下の業務 

○担い手への農地集積・集約化 

○遊休農地の発生防止・解消 

○新規参入の促進 

○総会に出席し、農地の貸借・売買や転用等の審

議・判断 

○農地の貸借・売買や転用等に関わる現地確認、

関係者への聴取、非農地判断 

農業委員と連携した以下の業務 

○担い手への農地集積・集約化 

○遊休農地の発生防止・解消 

○新規参入の促進 

○遊休農地に係る調査および遊休農地所有者へ

の利用意向確認 

任期 
令和５年７月２０日から 

令和８年７月１９日まで 

委嘱された日（令和５年８月を予定）から 

令和８年７月１９日まで 

募集人数 １９名（市内全域を１区として募集） ２７名（地区ごとに募集数を定める） 

選任方法 

推薦を受けた者および応募した者の中から候補

者を選定し、市議会の同意を得たうえで、市長が

任命します。 
 
※選定に当たっては、農業委員候補者評価会議

を開催し、提出された書類をもとに評価を行い、

市長に報告します。（必要に応じて面接を行う場
合があります。）  

※選定に当たっては、次の条件があります。 

①認定農業者が過半数であること。 

②利害関係のない者（中立委員）を１名以上含

むこと。 

※また、委員の配置にあたっては、地区ごとに偏

りがないように配慮します。 

推薦を受けた者および応募した者の中から候補

者を選定し、下表のとおり担当地区を定めて農業

委員会会長が委嘱します。 
 

田尻 北鯖石 中鯖石 南鯖石 

２名 ２名 ２名 １名 

北条 西中通 中通 柏崎 

２名 ３名 ２名 ２名 

米山・上米山 高田 高柳 西山 

１名 ２名 ２名 ２名 

上条 別俣 野田 鵜川 

１名 １名 １名 １名 
 
※選定に当たっては、提出された書類を基に評価
　を行います。 （必要に応じて面接を行う場合が
　 あります。） 

その他 

○両委員とも柏崎市の非常勤特別職となり、職務には守秘義務が伴います。 

○応募の状況については、柏崎市ホームページ等で公表します。なお、公表は住所を除く全ての記載

内容を対象とします。 

農業委員と農地利用最適化推進委員を募集します

験
で
し
た
。

　
そ
の
後
の
研
修
の
テ
ー
マ
は
、「
知

恵
を
出
し
合
い
、
よ
り
良
い
農
地
利

用
の
最
適
化
に
向
け
て
」
と
題
し
、

座
談
会
を
開
く
と
き
の
研
修
を
受
け

ま
し
た
。
講
師
は
、
地
方
考
夢
（
こ

う
む
）
員
研
究
所
長
の
澤
畑
佳
夫
氏

で
す
。

　
集
ま
っ
て
も
特
定
の
人
が
長
話
を

し
て
終
わ
っ
て
し
ま
う
…
そ
ん
な
座

談
会
に
し
な
い
、
な
ら
な
い
有
意
義

な
座
談
会
の
進
め
方
を
ワ
ー
ク
シ
ョッ

プ
の
形
で
学
び
ま
し
た
。
ま
ず
、 

〝
約
束
〞
か
ら
皆
が
ス
タ
ー
ト
で
す
。

　
指
名
を
受
け
て
、
話
を
す
る
機
会

も
い
た
だ
き
、汗
も
か
き
ま
し
た
が
、

良
い
経
験
と
な
り
ま
し
た
。
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27
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会
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潟
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農
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委
員
研
修
会

（
長
野
市
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（
長
野
市
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新潟テルサホール

農
業
委
員
会
の
活
動
報
告
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女性農業者の皆さん、あなたも農業委員になりませんか

　柏崎市農業委員会は、令和５年 7 月に委員の改選を迎えます。
　女性の農業就農人口は、全体の約半数を占めるなど、農業・
農村の活性化に向けて、全国各地に女性が進出しています。
　地域農業をもっと元気にしていくためには、女性の力が
必要です。
　業務内容など、お気軽にお問い合せください。募集内容は、
次のページをご覧ください。

　令和５年７月19日をもって任期満了となる農業委員と農地利用最適化推進委員の推薦を求めるとともに募集
を行います。  

推薦および募集要項 

 農業委員 農地利用最適化推進委員 

応募方法 
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○既定の様式に必要事項を記入のうえ、持参または郵送により農業委員会事務局、両町事務所へご

提出ください。（市役所開庁日の午前８時３０分から午後５時１５分まで。） 

○様式は農業委員会事務局、両町事務所のほか、柏崎市農業委員会ホームページからもダウンロー
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※選定に当たっては、農業委員候補者評価会議

を開催し、提出された書類をもとに評価を行い、

市長に報告します。（必要に応じて面接を行う場
合があります。）  
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２名 ２名 ２名 １名 
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２名 ３名 ２名 ２名 
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１名 １名 １名 １名 
 
※選定に当たっては、提出された書類を基に評価
　を行います。 （必要に応じて面接を行う場合が
　 あります。） 

その他 

○両委員とも柏崎市の非常勤特別職となり、職務には守秘義務が伴います。 

○応募の状況については、柏崎市ホームページ等で公表します。なお、公表は住所を除く全ての記載

内容を対象とします。 

農業委員と農地利用最適化推進委員を募集します

験
で
し
た
。

　
そ
の
後
の
研
修
の
テ
ー
マ
は
、「
知

恵
を
出
し
合
い
、
よ
り
良
い
農
地
利

用
の
最
適
化
に
向
け
て
」
と
題
し
、

座
談
会
を
開
く
と
き
の
研
修
を
受
け

ま
し
た
。
講
師
は
、
地
方
考
夢
（
こ

う
む
）
員
研
究
所
長
の
澤
畑
佳
夫
氏

で
す
。

　
集
ま
っ
て
も
特
定
の
人
が
長
話
を

し
て
終
わ
っ
て
し
ま
う
…
そ
ん
な
座

談
会
に
し
な
い
、
な
ら
な
い
有
意
義

な
座
談
会
の
進
め
方
を
ワ
ー
ク
シ
ョッ

プ
の
形
で
学
び
ま
し
た
。
ま
ず
、 

〝
約
束
〞
か
ら
皆
が
ス
タ
ー
ト
で
す
。

　
指
名
を
受
け
て
、
話
を
す
る
機
会

も
い
た
だ
き
、汗
も
か
き
ま
し
た
が
、

良
い
経
験
と
な
り
ま
し
た
。



柏崎市賃借料情報
令和５年１月１日

柏崎市農業委員会事務局

1　田（水稲） 10アール当たり（100円未満四捨五入）

２　畑(普通畑) 10アール当たり（100円未満四捨五入）

旧 柏 崎

田 尻

北 鯖 石

西 中 通

中 通

中 鯖 石

高 田

上 条

米 山

高 浜

黒 姫

上 米 山

南 鯖 石

北 条

高 柳 町

西 山 町

柏 崎 市 全 域

締結（公告）された
地　域　名

最も多い
締結額（円） 最高額（円）最低額（円） データ総数（筆）締結（公告）された

地　域　名

5,000 3,000 10,700 45

10,000 3,000 15,700 1,486

10,000 2,700 15,000 596

1,300 1,300 1,300 7

5,000 2,400 10,500 513

5,000 5,000 10,000 52

5,000 3,000 12,000 230

備　考

最も多い
締結額（円） 最高額（円）最低額（円） データ総数（筆） 備　考

●令和４年1月から12月までに締結（公告）された農地の賃借料情報を提供します。
●これは、農地の賃借料を話し合うときの目安となるように地域の実勢を最も多い締結額、最低額、
最高額で表したもので、賃借料を決めたものではありません。
●賃借料を決める際は、農地の実情に応じ、貸し手と借り手の両者でよく協議したうえで決定して
ください。

7 6かしわざき 農業委員会だより  第46号  R5.1.1 かしわざき 農業委員会だより  第46号  R5.1.1

利用権設定　よくある質問

私の地区の小作料はいくらですか？Ｑ
Ａ 平成22年から標準小作料制度は廃止されたので、現在は「小作料」として農業委員会で
示しているものはありません。
現在はそれにかわるものとして、当市の賃借料情報を提供しています。（６ページ）

今の農地の貸し借りを契約の途中で解約したいのですが、どうすれば
いいですか？

Ｑ

Ａ 双方の合意のもとで解約が可能です。農業委員会に合意解約の通知をしていただく必要
があります。

Ａ 相続人に引き継がれますので、死亡によって契約が終了するわけではありません。
契約期間の途中で貸し手が亡くなった場合、契約はどうなりますか？Ｑ

これまでは自分で耕作していましたが、離農して誰かに耕作して
ほしい場合は、どこへ相談すればいいですか？

Ｑ

Ａ 地区の農業委員または農地利用最適化推進委員にご相談ください。

お金ではなく米で賃借料を納めていますが、申出書にはどのように
記入すればいいですか？

Ｑ

Ａ 申出書には、米を金額に換算して記入してください。

利用権の設定は、農地の貸し借りを行う制度です。
農地法の許可は不要で、期間終了後、離作料の支払いなしで農地が返還されます。
また、利用権の再設定により更新することができます。

■設定できる期間・・・３年・６年・１０年
■申出書の提出期限　４月２０日設定開始・・・令和５年２月10日（金）
　　　　　　　　　　１２月２０日設定開始・・・令和５年10月10日（火）
■申出書の提出先
　各地区の農業委員・農地利用最適化推進委員または農業委員会事務局（柏崎市役所３階）

利用権を設定し、安心して農地を貸し借りしましよう
～柏崎市の農地の利用権設定は年２回（４月、１２月開始）～

※利用権設定満了を迎える方には、各地区の農業委員・農地利用最適化推進委員または農業委員会事務局
を通じて、更新用の申出書をお届けします。

※新規に設定する場合の申出書は、農業委員会事務局にあります。
※詳しくは、農業委員会事務局（電話２１－２２７６、ＦＡＸ２２－５９０４）にお問い合わせください。
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新
道
柿
栽
培
組
合
（
鴨
下
純
二
組
合

長
）
が
設
立
さ
れ
た
の
は
今
か
ら
64

年
前
。
柏
崎
の
南
部
、
新
道
地
区
に

大
き
な
柿
栽
培
団
地
が
あ
り
ま
す
。

　
通
称
「
柿
団
地
」
の
柿
の
木
は
、

現
在
１
６
０
０
本
余
り
。
日
当
た
り

の
よ
い
丘
を
縦
断
す
る
道
路
は
、
ま

さ
に
柿
の
並
木
道
の
よ
う
。
癒
さ
れ

る
風
景
で
す
。

　
今
年
の
柿
の
収
穫
量
は
、
40
ｔ
。

見
慣
れ
た
渋
抜
き
の
八
珍
柿
の
ほ
か

干
し
柿
、
柿
チ
ッ
プ
な
ど
、
い
ろ
ん

な
種
類
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
商
品
化

し
て
い
ま
す
。
木
の
上
で
脱
渋
す
る

〝
樹
上
脱
渋
〞
と
い
う
手
法
の
柿
も

秋
か
ら
冬
に
か
け
て
の
限
定
品
で
す
。

　
夏
の
暑
い
日
差
し
の
中
で
の
草
刈

り
や
剪
定
、
病
害
虫
の
防
除
や
肥
培

管
理
な
ど
、
多
く
の
手
間
を
か
け
、

一
つ
一
つ
丁
寧
に
収
穫
さ
れ
た
柿
が

選
果
場
へ
と
運
ば
れ
ま
す
。
最
後
の

渋
抜
き
の
工
程
を
経
て
、
甘
く
、
果

汁
た
っ
ぷ
り
の
柿
は
、
地
元
の
青
果

市
場
を
は
じ
め
、
遠
く
は
北
海
道
へ

と
出
荷
さ
れ
ま
す
。

kashiwazaki 2023

　
い
ま
だ
終
わ
り
の
見
え
な
い
新
型

コ
ロ
ナ
や
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
な
ど
の

不
安
、
ま
た
農
業
資
材
な
ど
の
高

騰
、
異
常
気
象
に
よ
り
難
儀
し
た
一

年
で
は
な
か
っ
た
で
し
ょ
う
か
。
自

身
が
な
り
わ
い
と
し
て
い
る
稲
作
も

大
幅
減
収
と
な
り
、
よ
う
や
く
予
約

分
を
確
保
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

　
そ
ん
な
試
練
の
中
で
は
あ
り
ま
す

が「
農
地
利
用
の
最
適
化
」へ
の
取
り

組
み
を
積
極
的
に
推
進
し
て
い
ま

す
。
地
域
で
の
話
し
合
い
は
も
と
よ

り「
見
守
り
活
動
」や「
声
掛
け
活
動
」

を
日
常
的
な
行
動
と
し
て
、
そ
の
役

割
を
担
っ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
本
紙
で
は
、
農
業
委

員
会
の
活
動
を
お
伝
え
し
、
皆
様
の

お
声
を
反
映
さ
せ
て
い
た
だ
く
た
め
に

も
紙
面
の
充
実
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

　
今
年
が
よ
り
良
い
一
年
で
あ
り
ま

す
よ
う
に
。
　
　
　
（
石
塚
　
道
宏
）

農
業
の
最
新
情
報
や
営
農
に
役

立
つ
情
報
が
満
載
で
す
。
地
域

の
明
る
い
話
題
な
ど
も
紹
介
し
、

ご
家
族
も
楽
し
め
ま
す
。

■
毎
週
金
曜
日
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を市のホームページに
掲載しています。
農 業委員会のホーム
ページは、農地に関する
さまざまな情報を掲載
しています。
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新道柿栽培組合選果場
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は

農業者年金で
老後の生活を
安心サポート
あなたの老後生活への備えは十分ですか？年金は家族一人
ひとりについて準備することが大切です。
農地を持たない農業者や家族従業者も加入できます。

国民年金に上乗せする公的な年金制度

免税軽油に係る耕作証明書免税軽油に係る耕作証明書

《持ち物など》
・本人確認資料（免許証・保険証など）
・代理人申請の場合は、委任状と代理人の本人確認資料
 （証明対象者と同一世帯の方は、委任状は不要です。）
・法人申請の場合は、法人の印鑑をお持ちください。
・１通300円の発行手数料がかかります。

１月10日（火）から1月31日（火）まで柏崎市役所３階の農業委員会事務局窓口
または高柳町事務所・西山町事務所で発行いたします。
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1  農業者なら広く加入できる
2  積立方式で少子高齢化時代に強い
3  保険料は２万円から自由に選択できる
4  終身年金で80歳までの死亡一時金あり
5  保険料は全額社会保険料控除
6  保険料の国庫補助制度（一定要件あり）


